
伊勢市多分野協働プラットフォーム（働きづらさを抱えた人への支援）の全体イメージ

　長引くコロナ禍は、孤独・孤立の問題の顕在化、深刻化の原因の一つとなっています。今後、物価高騰の影響も加わり、生活困窮等で

不安や悩みを抱える人、悩みが深刻化する人が増える恐れがあり、孤独・孤立に悩む人に対するきめ細かな対応の強化が喫緊の課題です。

　支援を必要とする人に、迅速に支援を届けるためには、福祉分野だけに限らず、様々な関係機関と連携を深める必要があることから、
国は「地方版孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム推進事業」を実施し、伊勢市は令和４年度取組団体として採択されました。

　この度「伊勢市多分野協働プラットフォーム」を設立し、福祉分野をはじめ、雇用、産業、農業等の幅広い分野と連携・協働しながら、
孤独・孤立による「働きづらさを抱えた人」への様々な支援について継続的に検討していきます。
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